
問 市高齢者支援課元気・長生き係
（☎２２－２１１１　内線１２１３）

　人吉市にはたくさんの事業所があり、生き生きと働く人たちが
町を活気づけています。このコーナーでは、市内で働く若者を紹
介します。
　掲載希望事業所を募集しています。ぜひお問い合わせください。	 　

問 市商工観光課（☎２２－２１１１　内線２１３２）

　「ふるさと納税」制度は、市の貴重な財源であり、
市の特産品を全国へ PRできるため地域の活性化に
つながっています。
　このコーナーでは、本市へ寄付いただいたふるさ
と納税寄付額と件数、寄付と共に寄せられたメッ
セージを抜粋して紹介します。

どぎゃんね
ふるさと人吉応援メッセージ

　問合せ　市商工観光課商工係
　　　　　（☎２２－２１１１　内線２１３３）

市防災課防災係
（☎２２－２１１１　内線３２４１）

市地域防災官市地域防災官

深江 政友深江 政友

市地域防災官による災害への防災意識や命を守る方法のお話を紹介します。地域
防災官

の

フレイルとは、加齢に伴って心
身の活力が低下した状態のこと

No.13

糸付きようじや
歯間ブラシなど

舌ブラシなどを
使って奥から手
前に動かす

歯の溝や奥歯
の後ろなど

45°

お口のメンテナンスを！
　毎日のお口のケア、自己流になっていません
か？ お口の中のケアをしっかりとすることは、
口
こうくう

腔機能の低下を防ぎフレイル予防につながりま
す。特に就寝中は、唾液が減って細菌が繁殖しや
すくなるので、就寝前のケアは丁寧に時間をかけ
て行いましょう。

No.13

毎日のお口のケア　５つのポイント

○ 歯２本ずつを目安に、
優しく小刻みに 20 ～
30 回ほど動かす

○ 歯と歯茎の境目は毛先
を 45 度に

○ 歯と歯の間も掃除しま
しょう

○ 磨き残しが多い箇所は
特に気に掛けて磨きま
しょう

○ 舌や義歯もお手入れし
ましょう

歯ブラシの持ち方と選び方
小さめのヘッド

毛の硬さは
柔らかめ～普通

鉛筆を持つように、親
指と人差し指で軽くつ
まむように持つ

No.９

今月のテーマ
毎日欠かさず　しっかりケ  ア

「し・に・あ」の " あ "

森松工業株式会社　熊本工場

栗
くりもと
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しょうご

吾さん（19）　瓦屋町

所在地：鬼木町 1774 番地１
稼働：平成８年 11月
代表者：松久�浩幸
従業員数：61人
事業内容：建築・上水道・プラント
設備製品の製造販売
☎２２－１７１１

◎４月に寄せられた寄付
720 件　1,504 万円

● 人吉を離れて 40 年ほどになりますが、出身であ
ることを誇りに思います。力を合わせてどうか一
歩ずつ進めますように。（佐賀県）

● 球磨川の清流と再会したい！（東京都）
● これまで幾度となく人吉を訪れていましたが、今

回、災害後初めて人吉に行き街の姿に驚きました。
今後も寄付を続けていきます。（兵庫県）

● 祖母が住んでおり、幼い頃夏休みを過ごしました。
豊かな自然と温かい人柄にあふれた懐かしい思い
出があります。（静岡県）

● 両親の出身地で、幼少の頃から大好きな場所です。
水害で被害が出た皆さんや、自治体の活動に心ば
かりの支援ですが、お役立てください。（大阪府）

● いつも応援しています！ ( 東京都 )

豪雨をもたらす線状降水帯

③上空の風で流される③上空の風で流される

①�海からの暖かく①�海からの暖かく
湿った空気湿った空気

列になって列になって
次々発生次々発生

④積乱雲ができる④積乱雲ができる

②�山や前線などで②�山や前線などで
上昇気流に上昇気流に

線状降水帯発生の仕組み

集中豪雨

でも、バックビルディング型とバックアンドサイ
ドビルディング型と呼ばれる形態は、線状降水帯
の移動速度が遅く、風上側で新たな積乱雲が発生
し続けるため、特定の地域で集中豪雨をもたらす
典型的な降雨システムと言われています。
　このように各地で甚大な被害をもたらす危険な
線状降水帯ですが、正確な予測はなかなか難しい
と言われてきました。しかし、気象庁では早めの
避難につなげるため、今月から線状降水帯による
大雨の予測を、大まかな地域を対象に６時間前か
ら情報提供することにしています。
　これから本格的な梅雨時期を迎えますが、今年
の梅雨は大雨になる日が多くなると言われていま
す。気象情報をしっかりと把握し、危険な線状降
水帯の予測が出たら避難スイッチを入れて、明る
い時間に早めに安全な場所に避難しましょう。

　いよいよ今年も出水期に入り、大きな自然災害
の発生する可能性が高い時季になりました。
　今月は、線状降水帯についてお話しします。
　近年、各地で豪雨災害が頻繁に発生しています。
中でも記憶に残るのが、平成26年８月豪雨（広
島県）や平成29年７月の九州北部豪雨、そして
私たちが経験した令和２年７月豪雨です。
　このような豪雨災害を引き起こす原因として、

「線状降水帯」という言葉を聞きます。線状降水
帯は、積乱雲が連なることで発生します。一つの
積乱雲の寿命は１時間程度で、雨量は数十㍉と言
われています。集中豪雨が発生するためには、複
数の積乱雲が組織化されることが必要であり、水
平や垂直方向といった風向や風速が大きく関係し
ています。
　線状降水帯の形態は大きく３つに分類され、中

　主に建築や上水道設備のステンレス製タンクを製造してい
る会社です。私はパネルタンクのパネルとパネルを平面的に
つなぐ溶接を担当しています。T

テ ィ グ

IG 溶接といって習得が難
しい溶接ですが、回を重ねるごとに仕上がりが徐々にきれい
になり、自分の技術が向上していくことにやりがいを感じま
す。先輩たちは優しく、分からないことは的確に教えてくれ
ます。
　今後はクレーンを使いパネルを立体的に組み立て、そこを
溶接するというより高度な技術が求められる仕事にも挑戦し
ていきたいです。来年度採用の職員も募集中です！
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